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　10月10日国民体育の日、今年は雲一つない

秋晴れのさわやかな好天気に恵まれて、本村

の第7回村民体育祭も終始なごやかなうちに

順調な競技がとり行なわれました。

　表紙の写真は「たばこ吸い競走」の一コマ

ですが、このほか27種目の催しやレースが中

学校のグランドー杯に展開され、老若男女と

も、くつろいだ一日でした。

10月1日現在面積…22．34平方キロ世帯…1，775（男4，042女4，111）＜村勢＞総人ロ…8，153
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村
議
会
第
三
回
定
例
会
は
、
九
月
十

六
日
か
ら
三
日
間
に
わ
た
り
行
な
わ
れ

一
般
・
国
保
・
水
道
の
前
年
度
決
算
書

が
認
定
さ
れ
た
の
を
は
じ
め
、
多
く
の

議
案
が
審
議
の
す
え
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
本
年
度
の
一
般
会
計
は
二
度

目
の
補
正
予
算
で
五
千
六
百
四
十
万
円

余
を
追
加
し
、
総
額
は
六
億
七
千
二
百

九
万
四
千
円
に
な
り
ま
し
た
。

今
回
の
補
正
に
よ
り
待
望
の
保
育
所

建
設
が
実
現
さ
れ
、
幼
稚
園
に
つ
い
て

も
独
立
の
園
舎
が
出
来
、
二
年
制
幼
稚

園
誕
生
の
足
掛
り
と
な
り
ま
す
。

　
決
算
の
あ
ら
ま
し
に
つ
い
て
は
、
つ

ぎ
の
と
お
り
で
す
。

歳入総額5億4千7万1千円
歳出総額5億2千807万2千円

圃
囚
毅
論
璽
議
肝

村
民
一
人
あ
た
り
、
六
万
六
千
九
百
六

十
四
円
、
一
世
帯
あ
た
り
に
す
る
と
三

十
万
八
千
九
百
六
十
五
円
に
な
り
ま
す
。

　
収
入
の
な
か
で
最
も
多
い
の
は
地
方

交
付
税
で
、
一
億
八
千
八
百
六
万
二
千

円
で
全
体
の
三
十
四
・
八
％
を
し
め
、

つ
ぎ
に
村
債
（
事
業
の
た
め
の
借
金
）

が
一
億
一
千
四
百
万
円
で
二
十
一
二

％
に
あ
た
り
二
位
、
次
い
で
皆
さ
ん
が

ら
納
め
て
い
た
だ
い
た
村
税
で
一
億
一

千
二
百
五
十
三
万
三
千
円
、
総
額
に
対

す
る
割
合
は
二
十
入
％
で
あ
り
ま
す
。

　
こ
れ
は
村
民
一
人
あ
た
り
に
す
る
と

一
万
三
千
九
百
五
十
三
円
、
一
世
帯
あ

た
り
六
万
四
千
三
百
七
十
九
円
に
な
り

ま
す
。
徴
収
の
状
況
に
つ
い
て
は
納
税

者
の
ご
理
解
と
納
税
組
合
の
ご
協
力
に

よ
っ
て
九
十
七
・
四
％
と
比
較
的
良
い

収
納
率
で
す
が
、
未
だ
二
百
九
十
五
万

円
余
の
未
納
が
あ
り
ま
す
。
一
日
も
早

く
完
納
の
線
に
遭
ぎ
つ
け
た
い
も
の
で

す
。

　
こ
の
ほ
か
、
国
や
県
の
補
助
金
、
交

付
金
や
使
用
料
、
手
数
料
な
ど
、
下
の

グ
ラ
フ
の
と
お
り
で
す
。

圃
肢
鶉
蟻
謹
璽
粁

七
円
で
、
村
民
一
人
あ
た
り
六
万
五
千

四
百
七
十
七
円
、
一
世
帯
あ
た
り
三
十

万
二
千
百
一
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
内
訳
は
、
下
の
表
や
グ
ラ
フ
の
と
お

り
で
す
が
、
性
質
別
で
は
投
資
的
経
費

の
建
設
事
業
費
が
ト
ッ
プ
で
、
二
億
二

千
六
百
一
万
六
千
円
、
全
体
の
四
十
二

・
八
％
を
し
め
て
い
ま
す
。
主
な
も
の

は
南
小
校
舎
建
築
や
村
道
の
新
設
、
改

良
舗
装
な
ど
で
す
。
消
費
的
経
費
で
は

人
件
費
の
一
億
二
千
九
十
九
万
三
千
円

物
件
費
五
千
七
百
五
十
五
万
五
千
円
や

補
助
費
等
六
千
六
百
二
十
一
万
四
千
円

が
あ
り
、
そ
の
中
に
常
備
消
防
に
よ
る

組
合
負
担
、
都
市
計
画
に
伴
う
設
計
委

託
料
な
ど
が
新
た
に
支
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
他
で
は
積
立
金
、
繰
出
金
や
公

債
費
（
事
業
を
行
な
う
資
金
と
し
て
借

入
れ
し
た
村
債
の
利
息
や
元
金
の
償
還

金
）
な
ど
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
建
設
事
業
を

　
　
　
　
　
行
な
い
ま
し
た

●
板
井
地
内
の
農
道
舗
装

●
小
江
川
・
野
原
・
柴
・
千
代
・
御
正

　
新
田
地
内
の
道
路
改
良
工
事

●
中
央
道
路
改
良
舗
装
工
事

●
道
路
の
舗
装
工
事

成
沢
・
三
本
・
上
押
切
・
下
押
切
・

樋
春
・
須
賀
広
・
小
江
川
塩
・
板
井

●
和
田
川
堰
工
事

●
南
小
学
校
校
舎
建
築
工
事

●
北
小
学
校
校
庭
整
備
フ
ェ
ン
ス
取
付

●
中
学
校
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
増
設
防
球
柵

●
総
合
運
動
場
用
地
の
取
得

●
塩
駒
込
沼
の
災
害
復
旧
工
事

村の財政の組み立て　（単位千円）

　　　　　　　　　　　　　　●その他の内訳
　　　　　　　　　　　　　　　公債費　17，110維持補修費6，001
　　　　　　　　　　　　　　　積立金　6，409

費
6
％

業
0
1
8

事
載
皿

設
2
2

建

災害復旧費

　2，070

　0．4％

　　　　　　そ　　　一
　　　　　　の　　　繰出金他
　　　25，700　　5．5

　　　4．9％％

物件費
57，555

　10．9％
　　　　　　歳　出
　　　　　　（性質別）

1助費　　　　528・072
、一一、．　　　　千円

補助費

　66，214
　　　12．6％

人件費

　！20，993

　　　22．9％

●その他の内訳
繰越金・繰入金　38，611

　自動車所得税　　ll，550

地方譲与税　　　◎743
諸収入　17，558

地方交付税

　188，062

　　34．8％

その他

　13。9％

歳　入

540，071
　　　干円

村　債

　　114，000

　　　21．1％

国県支出金＼

51，009

　　　9．4％

村　税

　　ll2，533

　　　20，8％

㌧ノ

）

，
）
）
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昭和47年度決算

舗装や
一般会計

灘
鰻
灘
懸

　
国
保
会
計
の
約
八
十
一
％
を
占
め
る

医
療
費
は
、
十
八
・
八
％
と
非
常
に
高

い
伸
び
率
を
示
し
て
お
り
ま
す
が
、
歳

入
総
額
で
六
千
三
百
三
十
八
万
六
千
百

九
十
一
円
に
対
し
歳
出
総
額
五
千
三
百

四
十
四
万
七
千
七
百
五
十
二
円
と
な
り

差
引
九
百
九
十
三
万
八
千
四
百
三
十
九

円
の
剰
余
金
を
残
し
て
決
算
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　　　　総　　　　額　　◎528，072千円
歳出の内訳　割　　合　◆100．0％

　　　　村艮一人当り　　■65．574円

繭　　教育費毎　　　◎167，279千円

　　　◆　31．7％
　　　■20，773円

　　民　生　費～．　’　　　　◎20，302千円

　　　◆　3．8％
　　　■2，521円

礁，講輸 　　　公　債　　費
〃欝　　　◎17，139千円
　　　◆　3』2％
　　　■2，128円

　　　総　務　費
露轡響灘円

血　　　議　会　費
　　　◎16，380千円
　　　◆　3．1％
　　　■2，034円

　農林水産業費
　　◎55，146千円
o　　　　◆　10・4％

　　■6，848円

　　消　防　費
薫グ劉舗円

轡　　　商　工　費
　　　◎2，038千円
　　　◆　0．4％
　　　■253円
　　　災害復旧費
。ワー巽　ノ　　　◎2，070千円

．・ナ 雄　含z罐
　
こ
の
内
容
に
つ
い
て
み
ま
す
と
、
保

険
税
は
、
前
年
に
対
し
て
十
八
・
八
％

増
で
一
世
帯
平
均
二
万
二
千
五
十
二
円

と
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
一
世
帯
当
り
診
療
費
に
つ
い
て

み
ま
す
と
四
万
二
千
四
百
八
十
六
円
と

な
っ
て
お
り
、
被
保
険
者
一
人
が
こ
の

一
年
間
に
約
三
・
八
回
病
気
に
か
か
り

ま
た
日
数
で
は
、
平
均
十
二
日
間
通
院

し
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
ま
た
国
保
へ
の
加
入
世
帯
は
年
度
末

現
在
で
一
千
四
十
八
世
帯
、
被
保
険
者

数
は
三
千
六
百
八
十
四
人
で
村
の
人
口

　
　
　
　
の
約
四
十
八
％
の
人
が
国
民

　
　
　
健
康
保
険
へ
加
入
し
て
お
り

　
　
　
ま
す
。

　
　
　
　
★
必
ず

　
　
　
　
　
　
十
四
日
以
内
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
届
出
を

　
　
　
　
世
帯
主
は
、
自
分
の
世
帯

　
　
　
の
被
保
険
者
の
資
格
に
異
動

　
　
　
の
あ
っ
た
と
き
、
つ
ま
り
次

　
　
　
の
よ
う
な
と
き
は
、
必
ず
十

　
　
　
四
日
以
内
に
届
出
を
し
て
く

　
　
　
だ
さ
い
。

　
　
　
q
D
　
職
場
の
健
康
保
険
へ
入

　
　
　
　
　
っ
た
と
き

　
　
　
捌
　
他
市
町
村
へ
転
出
し
た

　
　
　
　
と
き
、
転
入
し
た
ど
き

　
　
　
個
　
子
供
が
出
生
し
た
と
き

　
　
　
四
　
だ
れ
か
が
死
亡
し
た
と

　
　
　
　
き

昭和47年度決算と国保事業のしくみ

保険施設費1，741，152円3・2％

その他の支出701，580円1．3％

　　　5，700，365円　10．7％

費
費
費
ト
他

　
　
　
ツ

産
祭
児
セ
の

　
　
　
ル

助
葬
育
コ
そ

　　　　　　　　　　3，4％
療養費・その他1，813，503円

該　
つや

が

院

蓼
簿

歳　出
53，447，752

　　　　　円

病

療養の給付
43，491，152円

8L4％　　影
　　　　　膨　騰
　　　　　　治療費の3害陣
国保加入者

その他の収入
1，937，209円3．0％

　　　保険税　　、
　　　23，133，060円

　　　　　36．5％

歳入
63，386，191

　　　円

〆繰越金
9，429，087
14．g％円．

国県補助金
28，886，835円

　45．6％
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参

《
就
任
の
あ
い
さ
つ
〉

　
　
村
長
茂
木
秋
広

　
八
月
五
日
に
執
行
さ
れ
た
村
長
選
挙

に
お
い
て
村
民
多
数
の
ご
支
持
に
よ
っ

て
当
選
い
た
し
、
八
月
二
十
二
日
村
長

に
就
任
い
た
し
ま
し
た
。

　
も
と
よ
り
浅
学
非
才
、
微
力
で
は
あ

り
ま
す
が
、
村
政
の
最
高
責
任
者
と
し

て
明
る
い
平
和
な
村
づ
く
り
の
た
め
全

力
を
あ
げ
て
努
力
し
、
皆
様
の
ご
期
待

に
答
え
る
覚
悟
で
あ
り
ま
す
。

　
首
都
五
十
キ
ロ
圏
の
外
周
に
位
置
し

豊
か
な
自
然
環
境
と
交
通
に
恵
ま
れ
て

加◆
環

の

政
境
の
整

い
る
江
南
村
は
、
我
が
国
経
済
社
会
の

め
ざ
ま
し
い
発
展
の
影
響
を
受
け
、
首

都
圏
か
ら
の
企
業
進
出
や
熊
谷
市
周
辺

の
発
展
動
向
に
よ
っ
て
大
き
く
開
発
促

進
が
約
束
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　
明
治
百
年
記
念
事
業
の
国
営
武
蔵
丘

陵
森
林
公
園
の
開
園
、
有
料
道
路
の
完

成
、
誘
致
工
場
の
新
増
設
等
は
さ
ら
に

そ
の
速
度
を
加
え
て
く
る
も
の
と
思
い

ま
す
。

　
本
村
は
、
こ
れ
ら
の
社
会
変
化
に
対

し
、
．
こ
れ
に
対
応
す
る
諸
施
策
を
講
じ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
重
大
な
時
に
立
ち

到
っ
て
お
り
ま
す
。

　
土
地
改
良
事
業
、
都
市
計
画
事
業
、

　
　
　
　
　
道
路
の
改
良
舗
装
、
保
育

所
、
幼
稚
園
（
二
年
制
）

総
合
セ
ン
タ
；
の
建
設
、

上
水
道
の
拡
張
工
事
な
ど

は
最
も
緊
急
な
事
業
と
し

て
計
画
、
実
施
い
た
し
、

村
の
体
制
を
整
え
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　
次
に
、
公
約
と
し
て
申

し
上
げ
て
ま
い
り
ま
し
た

住
民
参
加
の
政
治
に
つ
い

て
は
、
村
民
の
声
を
聴
く

備治

とを
◆

　
対
話
集
会
を
、
予
算
編
成
前
に
各
部
落

　
ご
と
に
開
催
す
る
予
定
で
す
。

　
　
ま
た
、
日
常
の
苦
情
、
相
談
の
窓
口

　
と
し
て
村
民
係
を
十
二
月
一
日
に
、
投

　
書
箱
（
き
ぼ
う
）
を
十
月
二
十
日
に
設

　
置
す
る
こ
と
に
決
定
し
て
お
り
ま
す
の

　
で
、
皆
さ
ん
の
参
加
利
用
を
お
願
い
い

　
た
し
ま
す
。
住
民
参
加
の
村
政
は
、
対

　
話
集
会
と
議
会
の
ご
協
力
に
よ
っ
て
達

　
成
出
来
る
も
の
と
確
信
い
た
し
て
お
り

　
ま
す
。

　
　
本
年
度
も
後
半
期
に
入
っ
て
ま
い
り

　
ま
し
た
。
道
路
を
は
じ
め
各
種
事
業
が

　
着
手
さ
れ
ま
す
。
保
育
所
、
幼
稚
園
の

　
建
設
も
来
年
四
月
に
開
園
目
標
で
進
め

　
て
お
り
ま
す
。

　
　
明
る
い
住
み
よ
い
村
づ
く
り
の
た
め

　
村
民
皆
さ
ま
の
一
層
の
ご
理
解
と
ご
協

　
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
、
あ
い
さ
つ
と

　
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
◎
◎
◎

　
　
村
政
に
皆
さ
ま
の
き
ぼ
う
を

　
　
　
　
　
反
映
さ
せ
て
く
だ
さ
い

　
　
村
で
は
、
十
月
二
十
日
に
投
書
箱
を

　
設
置
い
た
し
ま
し
た
。

　
　
投
書
箱
は
若
草
色
の
箱
に
“
き
ぼ
う
”

ハ八（mAへ（や鴇

　
と
紺
字
で
記
名
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　
　
設
置
箇
所
は
、
つ
ぎ
の
村
内
七
ヵ
所

　
で
毎
月
一
の
日
に
錠
を
開
け
て
、
皆
さ

　
ま
か
ら
の
便
り
を
承
わ
る
よ
う
に
い
た

　
し
ま
す
。

　
　
ご
要
望
な
ど
に
対
し
て
は
出
来
得
る

　
限
り
迅
速
に
お
答
え
す
る
考
え
で
す
。

　
　
こ
の
箱
は
そ
の
名
が
示
す
よ
う
に
、

　
村
政
全
般
に
対
し
建
設
的
な
ご
意
見
な

　
り
苦
情
・
情
報
な
ど
を
お
手
紙
を
通
じ

　
て
お
き
か
せ
し
て
頂
き
、
住
民
参
加
の

　
政
治
の
架
け
橋
と
し
て
く
だ
さ
い
。

　
．
．
三
本
あ
ず
ま
や
前
附
近
・
御
正
農
協

　
前
・
御
正
新
田
中
島
商
店
附
近
・
静
簡

　
院
前
・
野
原
詰
所
・
小
原
農
協
前
・

　
飯
島
歯
科
医
院
附
近
・

ノ

齢脚M
陥
．離W（㎜滞滞滞葎離M船m　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，一φ　　　　　　　　　　　　　　　　　　漏　　　　　　　　　　　　　　　　　細　　　　　　　　　　　　　　　　滞，　　　　　　　　　　　　　　　Aハ　　　　　　　　　　　　　　陣，　　　　　　　　　　　　　A，A甲　　　　　　　　　　　　A，A　　　　　　　　　　　、／い，　　　　　　　　　ハ、M　　　　　　　　φ．〈　　　　　　　m’　　　　　　ヘハ。　　　　　ハ｝　　　　　A　　　　φ．　　　　！　　　φ。　　　！　　ハ．　　A　A　（

φ，、ヂ

昭
和
四
十
七
年
度

水
道
事
業
の

給
水
戸
数

　
昭
和
四
十
七
年
度
の
水
道
事
業
会
計

決
算
も
、
一
般
会
計
決
算
に
引
き
続
い

で
、
過
日
の
村
議
会
で
認
定
さ
れ
ま
し

た
の
で
、
そ
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

◎
収
益
的
収
入
と
支
出

、
こ
の
部
門
は
営
業
面
を
あ
ら
わ
す
も

の
で
総
収
入
額
三
千
九
十
九
万
二
千
円

に
対
し
て
、
支
出
額
三
千
四
百
六
十
万

円
で
差
引
二
百
六
十
万
八
千
円
の
当
年

度
純
損
失
と
な
り
ま
し
た
。
収
益
的
収

一

決
算
認
定

千
四
百
八
十
五
戸

支
の
損
失
額
に
対
し
て
は
、
資
本
剰
余

金
を
以
っ
て
処
理
い
た
し
ま
し
た
。

◎
資
本
的
収
入
と
支
出

　
こ
れ
は
、
資
本
構
成
を
あ
ら
わ
す
も

の
で
総
収
入
額
五
百
六
十
七
万
一
千
円

に
対
し
て
、
支
出
額
六
百
六
十
三
万
八

千
円
と
な
り
、
差
引
九
十
六
万
七
千
円

の
不
足
額
を
生
じ
ま
し
た
。
資
本
的
収

支
の
不
足
額
に
つ
い
て
は
、
当
年
度
の

留
保
資
金
で
補
て
ん
し
ま
し
た
。

◎
業
　
　
　
務

）

）

ン
　
）

、
、
　
　
　
　
－
＼
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給
水
戸
数
は
、
一
千
四
百
八
十
五
戸

給
水
人
口
七
千
六
百
四
人
、
年
問
総
給

水
量
は
、
五
十
五
万
六
千
四
百
三
十
立

方
メ
ー
ト
ル
を
記
録
し
て
、
前
年
度
よ

り
十
三
パ
ー
セ
ン
ト
も
増
加
し
ま
し
た
。

　
夏
期
の
需
要
増
加
に
対
し
て
も
断
水

や
減
水
す
る
こ
と
な
く
、
給
水
す
る
こ

と
が
出
来
ま
し
た
。

◎
建
設
改
良
事
業

1
、
昭
和
四
十
七
年
度
は
、
板
井
地
区

　
に
建
設
の
埼
玉
県
立
飼
犬
管
理
指
導

　
所
ま
で
、
七
百
六
十
メ
ー
ト
ル
に
亘

　
り
七
十
五
ミ
リ
配
水
本
管
の
布
設
工

　
事
、
又
村
道
改
良
工
事
に
伴
い
、
南

　
小
学
校
前
と
成
沢
静
簡
院
前
に
対
し

　
五
十
ミ
リ
配
水
管
四
百
二
十
メ
ー
ト

　
ル
の
布
設
工
事
を
実
施
い
た
し
ま
し

　
た
。

2
、
消
火
栓
の
新
設
工
事
と
し
て
、
板

　
井
地
区
に
二
基
、
御
正
新
田
坂
上
地

　
区
に
二
基
、
千
代
消
防
署
前
に
一
基

　
江
南
病
院
前
に
一
基
、
合
計
七
基
の

　
地
上
式
消
火
栓
を
新
設
い
た
し
ま
し

　
た
。

3
、
量
水
器
の
交
換
工
事
と
し
て
、
上

　
新
田
地
区
、
三
本
地
区
、
上
押
切
地

　
区
、
下
押
切
地
区
の
、
計
三
〇
九
個

　
の
取
替
を
実
施
い
た
し
ま
し
た
。

　
　
貸
借
対
照
表

　
下
表
の
と
お
り
水
道
事
業
会
計
で
は

一
億
四
千
百
二
十
四
万
七
千
五
百
六
十

五
円
の
資
産
を
有
し
て
い
ま
す
。

水道事業会計の決算

（
収益的収支
　収入　31，992千円

／斜
水道料金 20，977千円 受託工事収益

　8，063干円
その他
2，952干円

支出　34，600千円

表
　（昭和48年3月31日現在

照対

営業経費 14，496千円 人件費7，758千円 減価償却費
6，691千円

支払利息
5，655千円

負担金　　4，272千円

資本的収支
　収入　　5，671干・円

一般会計負担金　　1，399千円

　支出　6，639千円

企業債償還金
　1，660千円

6，639千円

　建設改良費　　4，979千円

借
，

貸

〆か＼

、（

資　産　の　部 負債・資本の部

有形固定資産

土　　　　　地

償　却　資　産

減価償却引当金

流動資産
現金及び預金

未　　収　　金

貯　　蔵　　品

　　計

　　　円

　2，089，000

134，885，003

－
1
3
0
， 282，641

　4，109，079

　6，608，845

　247，000
10964924
－
1
4
1
， 247，565

流動負債
未　　払　　金

資　　　　本

自己資本金
企　　業　　債

資本剰余金

　　計

　　円

6，671，251

皿
3
4
，967，162

85，523，030

14，086，122

134，576，314

141，247，565

　
土
地
改
良
に
よ
る

　
　
　
　
農
道
舗
装

　
村
で
は
、
土
地
弥
艮

事
業
に
よ
っ
て
新
設
さ

れ
た
、
次
の
農
道
二
線

に
つ
い
て
舗
装
を
行
な

う
こ
と
が
決
ま
り
ま
し

た
。

　
三
本
権
現
坂
下
よ
り

大
林
を
通
り
上
新
田
本

　
高
齢
者
の
た
め
の
五
年
年
金
　
再
開

　
　
申
出
期
限
　
来
年
三
月
末
日
ま
で

　
　
国
民
年
金
が
で
き
た
当
時
五
十
歳
か

　
ら
五
十
五
歳
ま
で
の
人
は
、
す
で
に
高

　
齢
で
あ
っ
た
た
め
希
望
加
入
で
し
た
が

　
制
度
の
内
容
が
よ
く
理
解
さ
れ
な
か
っ

却鋤却船㎜㎜㎜ 　
田
境
ま
で
延
長
一
、
○
八
七
・
五
m
。

　
　
小
江
川
石
橋
よ
り
原
前
の
橋
本
屋
に

通
ず
る
道
路
ま
で
延
長
一
、
〇
四
〇
m
．
勘

鷲
ξ
丸
く
乱
く
ξ
く
く
藍
く
女
く
（
く
蓼
く
（
葦
（
薯
く
丸
嚢
へ

滞

　
　
　
（
人
　
事
）

　
　
九
月
三
十
日
で
任
期
満
了
に
な
り
ま

　
す
教
育
委
員
一
名
と
固
定
資
産
評
価
審

　
査
委
員
会
委
員
一
名
に
つ
い
て
は
、
つ

　
ぎ
の
方
の
再
任
が
議
会
の
同
意
に
よ
り

　
決
定
し
ま
し
た
。

　
●
教
　
育
委
　
員

　
　
大
字
三
本
二
〇
二
あ
一
番
地

　
　
　
　
塚
田
永
憲
　
　
　
　
四
期
選
任

　
●
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員

　
　
大
字
板
井
六
〇
七
番
地

　
　
　
　
吉
野
勝
丈
　
　
　
　
三
期
選
任

戦

＼
（
く
．
く
薯
！
＼
（
’
、
～
～
ξ
吃
！
N
！
≧
（
≦

　
た
こ
と
や
、
加
入
申
出
期
間
が
短
か
か

m
つ
た
こ
と
な
ど
か
ら
加
入
し
な
い
人
も

㎜
沢
山
い
－
－
2
」
3
多

　
人
に
対
し
、
昭
和
四
十
五
年
に
五
年
年

　
金
へ
の
加
入
の
途
が
開
か
れ
た
の
で
す
。

　
　
し
か
し
、
二
度
に
わ
た
る
加
入
の
機

触M
会
が
あ
り
な
が
ら
、
加
入
し
な
か
っ
た

　
人
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
　
最
近
、
拠
出
制
老
齢
年
金
の
受
給
者

が
で
て
き
た
こ
と
や
年
金
が
大
巾
に
引

き
上
げ
ら
れ
た
こ
と
な
ど
か
ら
、
年
金

制
度
の
関
心
が
高
ま
り
、
強
い
要
望
も

あ
っ
て
再
び
加
入
の
途
が
開
か
れ
ま
し

た
。
今
回
の
年
金
は
、
昭
和
四
十
五
年

六
月
に
掛
金
を
さ
か
の
ぼ
っ
て
納
め
ら

れ
る
た
め
、
加
入
し
て
二
年
後
に
は
年

金
が
受
け
ら
れ
る
人
も
出
て
来
ま
す
。

　
掛
金
は
月
九
百
円
で
、
年
額
九
万
六

千
円
（
月
八
千
円
）
の
年
金
が
支
給
。



広報こうなん（6昭和48年10月20日

ラ題問和同（　
（
そ
の
一
）
・
（
そ
の
二
）
で
は
、

部
落
差
別
の
現
実
と
運
動
の
あ
ゆ
み
に

つ
い
て
述
べ
ま
し
た
が
、
村
民
の
正
し

い
理
解
と
認
識
を
深
め
る
た
め
に
、
　
（

そ
の
三
）
で
は
、
戦
後
の
た
た
か
い
に

つ
い
て
述
べ
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
戦
後
の
た
た
か
い

　
一
九
四
五
年
、
日
本
は
敗
北
し
ま
し

た
。
日
本
を
占
領
し
た
米
軍
は
い
わ
ゆ

る
「
民
主
化
」
政
策
を
と
り
、
部
落
解

放
運
動
は
再
建
さ
れ
ま
し
た
。
昭
和
二

十
｝
年
｝
月
の
こ
と
で
す
り
戦
後
の
闘

い
は
、
多
く
の
部
落
大
衆
を
そ
の
組
織

に
包
含
し
て
発
展
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
昭
和
二
十
六
年
に
現
在
の
解
放
運
動

の
方
向
を
切
り
ひ
ら
く
「
オ
ー
ル
ロ
マ

ン
ス
」
闘
争
が
お
こ
り
ま
し
た
。

　
京
都
市
役
所
の
一
職
員
が
「
オ
ー
ル

ロ
マ
ン
ス
」
と
い
う
雑
誌
に
、
差
別
小

説
を
の
せ
ま
し
た
。
問
題
を
と
り
あ
げ

た
京
都
府
連
は
、
こ
の
小
説
に
え
が
か

れ
て
い
る
京
都
市
内
の
部
落
の
悲
惨
な

状
態
を
残
し
て
い
る
京
都
市
に
対
す
る

闘
い
を
展
開
い
た
し
ま
し
た
。
京
都
市

の
行
政
が
こ
う
し
た
状
況
を
残
し
て
き

た
差
別
行
政
で
あ
る
こ
と
を
追
求
し
、

そ
の
責
任
を
指
摘
む
ま
し
た
。
こ
の
闘

い
以
降
、
差
別
は
、
差
別
を
し
た
個
人

ば
か
り
で
は
な
く
、
差
別
を
生
み
出
す

正
し
い
理
解
と
認
識
を
深
め
る
た
め
に

　
　
硅
部
落
は
ど
う
し
て
つ
く
ら
れ
た
か
“
（
そ
の
三
）

部
落
の
貧
し
い
環
境
を
残
し
て
き
た
政

治
に
む
け
ら
れ
、
自
治
体
の
差
別
行
政

と
闘
う
、
い
わ
ゆ
る
行
政
闘
争
が
展
開

さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
す
。
昭
和

三
十
年
、
運
動
は
部
落
解
放
同
盟
と
改

称
し
、
多
く
の
部
落
大
衆
を
組
織
し
、

国
民
運
動
の
方
向
を
明
ら
か
に
し
ま
し

た
。　

こ
の
闘
い
は
発
展
し
、
国
に
対
し
て

国
策
樹
立
要
求
の
闘
い
が
展
開
さ
れ
ま

し
た
。
こ
う
し
た
闘
い
は
、
昭
和
三
十

五
年
に
初
め
て
国
の
責
任
を
明
ら
か
に

さ
せ
「
同
和
対
策
審
議
会
」
の
設
置
と

な
り
、
本
格
的
な
取
り
組
み
が
な
さ
れ

昭
和
四
十
年
八
月
十
一
日
、
歴
史
的
な

「
同
和
対
策
審
議
会
」
答
申
が
示
さ
れ

ま
し
た
。
こ
の
答
申
の
意
義
は
、
明
治

以
来
部
落
大
衆
が
市
民
的
権
利
と
し
て

の
就
職
、
居
住
、
教
育
、
結
婚
な
ど
の

自
由
が
保
障
さ
れ
ず
、
そ
れ
が
政
治
に

よ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
、
部
落
差
別
を

な
く
す
こ
と
は
「
国
の
責
務
」
で
あ
る

こ
と
を
、
政
府
に
認
め
さ
せ
た
こ
と
に

あ
り
ま
す
。

「
答
申
」
は
、
部
落
問
題
は
古
い
観
念

で
は
決
し
て
な
く
、
現
実
の
問
題
で
あ

る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。
す
な

わ
ち
、
部
落
差
別
は
憲
法
に
よ
っ
て
保

障
さ
れ
る
べ
き
市
民
的
権
利
が
行
政
的

）

）

に
不
完
全
に
し
か
保
障
さ
れ
て
い
な
い

こ
と
で
あ
ろ
う
と
と
ら
え
て
い
ま
す
。

　
部
落
の
実
態
は
、
こ
う
し
た
な
か
で

今
よ
う
や
く
そ
の
姿
を
変
え
つ
つ
あ
り

ま
す
。
し
か
し
、
生
活
環
境
の
劣
悪
な

実
態
（
道
路
・
下
排
水
・
住
宅
）
、
経

済
生
活
の
実
態
（
高
い
生
活
保
護
率
）

教
育
の
不
完
全
な
保
障
（
高
校
進
学
率

の
低
位
・
不
就
学
・
長
欠
児
・
学
力
低

位
・
文
盲
等
）
等
、
市
民
的
権
利
は
、

ま
だ
ま
だ
不
十
分
に
し
か
保
障
さ
れ
て

お
り
ま
せ
ん
。
そ
し
て
、
社
会
全
体
の

意
識
と
し
て
差
別
観
念
は
根
強
く
存
在

し
、
結
婚
、
交
際
、
居
住
、
職
業
、
教

育
な
ど
の
面
で
、
こ
の
差
別
観
念
が
事

例
と
な
っ
て
、
す
で
に
述
べ
た
と
お
り

具
体
的
に
現
わ
れ
て
い
ま
す
。
　
「
同
和

対
策
審
議
会
」
の
答
申
で
は
、
こ
う
し

た
現
実
を
一
つ
ず
つ
解
決
し
、
完
全
解

決
の
た
め
に
は
国
、
県
、
市
町
村
、
国

民
一
人
一
人
が
、
こ
の
問
題
に
対
す
る

正
し
い
理
解
と
責
任
を
持
っ
て
、
解
決

に
当
る
こ
と
を
明
記
し
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
こ
の
答
申
は
、
昭
和
四
十

四
年
七
月
十
日
に
制
定
公
布
さ
れ
た
「

同
和
対
策
事
業
特
別
措
置
法
」
に
よ
っ

て
、
そ
の
完
全
な
実
施
が
は
か
ら
れ
つ

つ
あ
り
ま
す
。

　
む
　
　
す
　
　
び

　
部
落
差
別
の
間
題
は
、
忌
つ
し
て
、

現
在
で
は
法
律
に
よ
っ
て
そ
の
解
決
の

方
向
が
示
さ
れ
た
わ
け
で
あ
り
ま
す
。

四
百
年
間
に
わ
た
る
長
い
差
別
の
歴
史

は
、
今
日
か
ら
歴
史
を
変
え
て
い
か
な

く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
　
「
も
う
差
別
は

な
い
」
、
　
「
部
落
と
の
交
際
を
し
て
お

り
ま
す
」
、
　
「
部
落
か
ら
だ
っ
て
議
員

や
有
力
な
人
が
で
て
お
り
ま
す
」
、
　
「

寝
た
子
を
起
す
な
」
等
の
話
を
よ
く
聞

き
ま
す
。
し
か
し
、
こ
う
し
た
考
え
は

差
別
を
正
し
く
と
ら
え
て
い
な
い
も
の

で
す
。
差
別
は
、
こ
う
し
た
意
識
（
観

念
）
や
個
人
的
主
観
の
問
題
で
は
決
し

て
あ
り
ま
せ
ん
。
す
で
に
述
べ
た
事
例

の
よ
う
に
、
客
観
的
な
現
実
と
し
て
存

在
し
て
い
る
の
で
す
。

　
政
治
に
よ
っ
て
作
り
だ
さ
れ
、
発
展

し
て
き
た
部
落
差
別
は
自
然
に
消
滅
す

る
よ
う
な
性
格
の
問
題
で
は
決
し
て
あ

り
ま
せ
ん
。
さ
ら
に
、
憲
法
の
完
全
な

実
施
は
ま
だ
ま
だ
不
十
分
で
あ
り
、
多

く
の
矛
盾
や
不
合
理
な
実
態
が
、
な
お

今
日
の
社
会
に
は
存
在
し
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
矛
盾
や
不
合
理
は
、
部
落
に

集
中
し
て
お
り
ま
す
。
そ
し
て
部
落
差

別
は
、
今
日
な
お
社
会
的
に
大
き
な
存

在
意
義
を
持
っ
て
，
い
る
の
で
す
。
部
落

差
別
は
単
に
部
落
の
人
達
を
直
接
圧
迫

す
る
目
的
で
は
決
し
て
な
く
、
多
く
の

国
民
の
持
っ
て
い
る
不
平
や
不
満
や
低

所
得
、
低
生
活
の
支
え
と
し
て
存
在
し

て
い
る
の
で
す
。
そ
む
て
、
こ
の
不
平

不
満
が
社
会
全
体
の
意
識
と
し
て
存
在

し
て
い
る
差
別
観
念
に
根
ざ
し
、
差
別

事
例
と
な
っ
て
あ
ら
わ
れ
て
く
る
の
で

す
。
部
落
問
題
が
国
民
的
課
題
で
あ
る

、
）
し

こ
と
は
、
こ
の
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
と

言
え
ま
し
ょ
う
。

　
国
、
県
、
市
町
村
で
は
、
現
在
、
部

落
問
題
を
解
決
す
る
た
め
に
多
く
の
予

算
が
計
上
さ
れ
、
種
々
の
事
業
が
行
な

わ
れ
て
い
ま
す
。
差
別
の
実
態
を
解
決

す
る
た
め
の
事
業
や
差
別
観
念
を
払
拭

す
る
た
め
の
教
育
等
が
進
め
ら
れ
て
い

ま
す
が
、
ま
だ
ま
だ
多
く
の
村
民
の
理

解
は
得
ら
れ
て
お
り
ま
せ
ん
。
真
の
民

主
社
会
を
築
い
て
行
く
こ
と
は
村
民
一

人
一
人
の
願
い
で
す
。
日
本
の
民
主
社

会
の
実
現
の
た
め
に
、
部
落
問
題
は
一

番
先
に
考
え
ら
れ
な
く
て
は
な
ら
な
い

問
題
で
す
。

　
こ
の
誌
上
の
一
部
を
借
り
て
、
部
落

問
題
の
概
要
を
述
べ
て
き
ま
し
た
。
四

百
年
の
長
い
歴
史
は
、
数
十
枚
の
原
稿

で
書
き
尽
く
す
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
人
類
普
遍
の
原
理
で
あ
る
人

間
の
自
由
と
平
等
に
関
す
る
問
題
で
あ

り
憲
法
に
よ
っ
て
保
障
さ
れ
て
い
る
基

本
的
人
権
に
か
か
わ
る
重
要
な
課
題
で

あ
る
と
明
記
し
た
「
同
和
対
策
審
議
会
」

の
答
申
の
前
文
の
精
神
は
、
今
す
ぐ
に

で
も
理
解
で
き
る
こ
と
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。
県
民
一
人
一
人
の
問
題
と
し

て
正
し
く
と
ら
え
ら
れ
た
時
に
こ
そ
、

初
め
て
差
別
が
無
く
な
る
方
向
が
生
ま

れ
る
で
し
ょ
う
。
完
全
解
決
の
す
ば
ら

し
い
夜
明
け
を
迎
え
る
た
め
に
、
村
民

一
人
一
人
の
理
解
と
協
力
を
心
か
ら
呼

び
か
け
、
結
び
と
い
た
し
ま
す
。
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　　軽自動車の検査のお知らせ
◎昭和48年10月1日から軽自動車の検査が始まることになりました。
　検査は次のところで行ないます。
　上尾市大字平方領々家字前505－1　軽自動車検査協会埼玉検査場
　　　　　　　　　　　（問い合せ先　T　E　LO487⑳2626）

至川越　　　。　。駐在所

17

号
ノ｛
イ
ノ
マ
ス
至
大
宮

9
埼

玉県陸運事務所

［ヨo彫　　　幌
　平方　　　　　　荒
　小学校

　　　　　　　△
　　　　　　　　　　　　　　　　埼玉県自動車税事務所

ESSO　　　　　　　Eり

上
尾
運
動
公
園

主
婦
の
パ
ー
ト
と
税
金

　
人
手
不
足
を
反
映
し
て
、
パ
ー
ト
で

働
く
主
婦
を
求
め
る
企
業
が
多
く
な
っ

て
い
ま
す
。

　
主
婦
が
パ
ー
ト
で
働
く
目
的
は
、
レ

ジ
ャ
i
資
金
や
マ
イ
ホ
ー
ム
資
金
な
ど

さ
ま
ざ
ま
で
す
が
、
な
か
に
ば
社
会
と

の
ふ
れ
あ
い
を
持
つ
た
め
に
働
く
と
い

う
方
も
お
ら
れ
ま
す
。

　
と
こ
ろ
で
収
入
の
あ
る
と
こ
ろ
に
つ

い
て
ま
わ
る
の
が
税
金
の
問
題
で
す
。

そ
こ
で
、
主
婦
が
パ
ー
ト
で
働
い
た
と

◎現在、ナンバーをつけて使っている軽自動車の検査を受ける期限は
　軽自動車届出証の届出年月日により次のようにきめられています。
　この期限内に検査を受けないと使用できなくなりますので、なるべ
　く早目に受けて下さい。

検査期限

昭和48年10月
昭和48年11月
昭和48年12月
昭和49年1月
昭和49年2月
昭和49年3月
昭和49年4月
昭和49年5月
昭和49年6月
昭和49年7月
昭和49年8月
昭和49年9月
昭和49年10月
昭和49年11月
昭和49年12月
昭和50年1月
昭和5Q年2目
昭和50年3月
昭和50年4月
昭和50年5月
昭和50年6月
昭和50年7月
昭和50年8月
昭和50年9月

　　　届　　出　　年　　月　　日

昭和41年12月31日以前
昭和42年1月1日から昭和42年12月31日まで
昭和43年1月1日から昭和43年7月31日まで
昭和43年8月1日から昭和43年12月31日まで
昭和44年1月1日から昭和44年4月30日まで
昭和44年5月1日から昭和44年8月31日まで
昭和44年9月1日から昭和44年12月31日まで
昭和45年1月1日から昭和45年3月31日まで
昭和45年4月1日から昭和45年6月30日まで
昭和45年7月1日から昭和45年9月30日まで
昭和45年10月蓋日から昭和45年12月31日まで
昭和46年1月1日から昭和46年3月31日まで
昭和46年4月1日から昭和46年6月30日まで
昭和46年7月1日から昭和46年9月30日まで
昭和46年10月1日から昭和46年11月30日まで
昭和46年12月1日から昭和47年2月29日まで
昭和47年3月1日から昭和47年4月3Q日まで
昭和47年5月1日から昭和47年7月31日まで
昭和47年8月1日から昭和47年10月31日まで
昭和47年11月1日から昭和48年1月31日まで
昭和48年2月1日から昭和48年4月30日まで
昭和48年5月1日から昭和48年6月30日まで
昭和48年7月1日から昭和48年8月31日まで
昭和48年9月1日から昭和48年9月30日まで

◎検査を受けると検査標章（ステッカー）と検査証が交付されますの
　で、検査標章は前面ガラスの中央上部に貼って下さい・
　また、検査証は自動車に備えっけて下さい。
◎検査を受けるときは、次のものが必要になります。

　
が
あ
る
場
合
は
取
扱
い
が
異
な
り

　
ま
す
の
で
、
ご
注
意
下
さ
い
。

2
く
わ
し
く
は
、
も
よ
り
の
税
務
署

　
に
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
熊
谷
税
務
署

現在ナンバーをつけて使用している車　』 新しくナンバーをつけて使用する車

○新規検査申請書 ○新規検査申請書

○軽自動車届出済証 ○完成検査終了証（型式指定の新車）

○保安基準適合証（民間車検を受けた場合） ○使用者であることを証明する譲渡証明書等

○保険証明書（保険期間が2年をこえるもの） ○使用者の住所を証明する住民票等

○印　　鑑 ○保険証明書

O検査手数料6Dq円（民間車検を受けた場合は40q円） ○重量税納付書（新車7，500円）または非

課税証明書（中古車）

O自動車取得税申告書・軽自動車税申告
○印　　鑑　　　　　　　　　　　　書

○検査手数料600円（型式指定の新車は船四）

き
の
収
入
と
所
得
税
は
次
の
と
お
り
で

す
か
ら
、
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

区
　
　
　
　
分

年
閲
ハ
：
ト
収
入
金
額

一
、
配
偶
煮
蔭
（
夫
の

三
四
二
、
○
○
○
円
未
満

所
得
か
ら
）
が
受
け
ら

（
月
平
均
収
入
二
八
、
五
〇

れ
る
場
合

○
円
悉
個
）

二
、
配
偶
者
控
除
は
受
け

三
四
二
、
0
8
円
以
上
、

ら
れ
な
い
が
、
所
得
税

四
一
二
、
○
○
○
円
未
満

は
か
か
ら
な
い
場
合

（
月
平
周
収
入
三
四
、
三
〇

三
、
配
偶
者
が
控
際
が
受

○
円
杢
個
）

け
ら
れ
ず
、
所
得
税
が

四
一
二
、
○
○
○
円
以
上

か
か
る
場
合

㊧
1
以
上
は
パ
ー
ト
収
入
の
ほ
か
に
所

　
　
得
が
な
い
場
合
で
す
。
他
の
所
得

10
月
は
自
動
車
税
の
納
期
で
す

　
自
動
車
税
は
、
県
の
道
路
財
源
と
し

て
、
重
要
な
は
た
ら
き
を
し
て
い
ま
す
。

　
今
月
は
、
第
二
期
分
の
納
期
で
す
。

　
納
税
は
お
近
く
の
銀
行
・
信
用
金
庫

や
農
協
な
ど
で
、
納
税
通
知
書
を
持
参

し
、
お
早
め
に
す
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

鞠
　

1　10月の納税塾

第3期分村県民税

第4期分　●　●
●国保税

塾

◇期限内完納にご協力を！

酵
㎝　F

胃皆・

蕃

嚢

懸
翻
蔓

　
　
体
育
祭
ス
ナ
ッ
プ
よ
り

　
競
技
の
呼
び
も
の
の
新
種
目

「
ど
じ
ょ
う
つ
か
み
競
走
」
と
女
子
に
よ

る
「
モ
テ
あ
ま
し
ボ
；
ル
」
　
頑
張
れ鎌
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安
全
コ
ー
ナ
ー

　
　
　
　
ア
レ
コ
レ

　
ふ
え
る
農
作
業
の
事
故

機
械
の
調
整
中
・
不
な
れ
・
油
断
か
ら

　
　
　
　
　
農
作
業
安
全
月
間

　
み
の
り
の
秋
を
迎
え
、
稲
刈
り
、
麦

ま
き
、
野
菜
の
手
入
れ
な
ど
日
ご
と
に

忙
し
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　
少
な
い
労
力
で
農
作
業
を
能
率
的
に

行
な
う
た
め
に
は
、
機
械
化
が
必
要
で

罎
影
鱗
鞍
慰

う
に
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
機
械
化

が
進
む
に
つ
れ
て
事
散
も
増
加
し
て
い

ま
す
。
次
の
点
に
注
意
し
て
、
事
故
を

防
ぐ
よ
洗
に
し
ま
し
よ
う
。

　
農
業
機
械
を
買
っ
た
ら
、
取
扱
い
説

明
書
を
よ
く
読
ん
で
、
取
扱
い
方
法
を

頭
に
入
れ
て
か
ら
運
転
し
ま
し
ょ
う
。

　
仕
事
に
出
か
け
る
前
に
よ
く
点
検
し

試
運
転
を
行
な
い
、
エ
ン
ジ
ン
の
調
子

タ
イ
ヤ
の
空
気
圧
、
各
燃
料
の
給
油
、

ブ
レ
ー
キ
、
ネ
ジ
の
ゆ
る
み
は
な
い
か

を
よ
く
調
べ
ま
し
ょ
う
。
作
業
に
支
障

の
な
い
服
装
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

　
道
路
を
走
る
と
き
は
、
交
通
規
則
を

よ
く
守
り
、
安
全
運
転
を
行
な
い
、
他

の
車
に
迷
惑
を
か
け
な
い
よ
う
に
注
意

し
ま
し
ょ
う
。

　
作
業
中
故
障
の
場
合
は
、
必
ず
エ
ン

ジ
ン
を
止
め
て
か
ら
修
理
し
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
農
作
業
事
故
の
実
態
を
調
べ
て

み
る
と
q
D
農
作
業
の
事
故
は
、
仕
事
は

じ
め
の
朝
と
終
り
の
夕
方
が
多
い
。

ω
作
業
中
よ
り
も
機
械
調
整
中
に
多
い

㈹
運
転
経
験
の
浅
い
人
よ
り
も
、
深
い

人
の
方
が
油
断
な
ど
か
ら
事
故
を
起
こ

し
や
す
い
。
な
ど
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
璽
秋
の
夜
の
酒
ー

　
秋
は
お
酒
の
お
い
し
い
シ
ー
ズ
ン
で

す
。
し
か
し
、
左
党
の
み
な
さ
ん
に
は

チ
ョ
ッ
ト
耳
の
い
た
い
話
で
す
が
、
聞

い
て
く
だ
さ
い
。

“
ま
あ
、
ま
あ
一
ぱ
い
”
が
命
と
り
、

酒
は
量
の
多
少
に
か
か
わ
ら
ず
、
ア
ル

コ
ー
ル
の
影
響
で
、
知
覚
能
力
、
判
断

力
、
運
動
神
経
を
に
ぶ
ら
せ
ま
す
。
そ

し
て
、
心
理
的
に
は
逆
に
大
胆
に
な
り

高
速
運
転
や
無
謀
運
転
を
さ
そ
い
、
重

大
事
故
を
お
こ
す
結
果
と
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
泥
酔
し
て
道
路
に
寝
こ
ろ
ん

で
い
て
、
車
に
は
ね
ら
れ
た
り
す
る
例

も
少
な
く
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
さ
ら
に
、
ド
ロ
ボ
ウ
の
中
に
は
、
親

切
顔
で
泥
酔
者
に
近
づ
き
、
介
抱
す
る

よ
う
な
フ
リ
を
し
て
財
布
を
抜
き
と
っ

て
し
ま
う
。
“
世
話
抜
き
”
と
い
う
手
口

の
プ
ロ
も
い
ま
す
。

　
給
料
日
に
チ
ョ
ッ
ト
一
ぱ
い
、
も
結

構
で
す
が
酒
酔
い
運
転
で
事
故
を
お
こ

し
た
り
、
車
に
は
ね
ら
れ
た
り
、
ド
ロ

ボ
ウ
に
や
ら
れ
た
り
で
は
踏
ん
だ
り
、

け
っ
た
り
で
す
。
　
「
…
…
秋
の
夜
の
酒

は
静
か
に
飲
む
べ
か
り
け
り
」
と
い
う

う
た
が
あ
り
ま
す
が
、
要
は
、
静
か
に

ほ
ど
ほ
ど
に
、
と
い
う
と
こ
ろ
で
し
ょ

う
か
。酒

酔
い
運
転

　
し
め
だ
そ
う

飲ました方も罰せられます

房
．
嘱

4と

　
ガ
ス
に
よ
る
爆
発
事
故

　
県
内
百
三
十
一
万
世
帯
の
う
ち
、
七

十
五
万
世
帯
が
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
、
二
十

三
万
世
帯
が
都
市
ガ
ス
を
使
用
し
て
い

ま
す
。
事
故
を
み
る
と
、
今
年
一
月
～

六
月
の
間
に
4
2
件
（
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
4
0

件
、
都
市
ガ
ス
2
件
）
の
爆
発
事
故
が

あ
り
、
三
人
が
死
亡
、
五
十
人
が
重
軽

傷
を
負
っ
て
い
ま
す
。

　
夏
が
す
ぎ
て
、
ま
た
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス

を
使
用
す
る
こ
と
が
多
く
な
り
ま
し
た

が
、
事
故
の
多
く
は
コ
ッ
ク
の
締
め
忘

れ
や
ゴ
ム
ホ
ー
ス
の
ひ
び
割
れ
な
ど
に

よ
る
ガ
ス
も
れ
が
原
因
と
な
っ
て
い
ま

す
。
便
利
で
、
扱
い
方
が
簡
単
な
た
め

に
、
注
意
が
お
ろ
そ
か
に
な
っ
て
い
な

い
で
し
ょ
う
か
。

小
企
業
の
方
々
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
朗
報

　
無
担
保
・
無
保
証
人
の

　
　
　
　
新
し
い
融
資
制
度

　
設
備
資
金
㎜
万
円
・

　
　
　
　
運
転
資
金
50
万
円

　
こ
の
制
度
に
つ
い
て
く
わ
し
く
知
り

た
い
方
は
、
江
南
村
商
工
会
に
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

電気はムダに使われていませんか

　どこのご家庭でも

最近では電気の使用

がめっきりふえてい

ます。テレビも白黒

がカラー化し、暖房

や炊飯器など数々の

電気による恩恵を受けています・が、しかし、エネルギー

である電気の源は石油による火力が大部分を占めている現
在、つとめて電気を大事に、有効に使用したい．ものです。

　　東京電力（株）熊谷営業所　管（22）4502

消
防
署

　
か
ら

ズ
ン
で
す
。
火
の
元
に
は
、

ん
注
意
し
ま
し
ょ
う
。
も
し
、

発
見
し
た
と
き
は
、
目
じ
る
し
と
な
る

大
き
な
建
物
か
、
商
店
な
ど
の
名
前
を

は
っ
き
り
と
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

　
　
市
民
と
警
察
の

　
　
　
　
　
　
　
つ
ど
い

　
埼
玉
県
警
で
は
、
新
し
い
企
画
と
し

て
“
市
民
と
警
察
の
つ
ど
い
”
を
行
な

う
こ
と
に
な
り
、
そ
の
開
催
地
が
熊
谷

に
き
ま
り
ま
し
た
。

　
こ
の
催
し
を
通
じ
て
、
一
般
の
方
に

警
察
に
対
す
る
理
解
と
協
力
を
高
め
、

と
も
ぼ
防
犯
、
交
通
安
全
思
想
な
ど
の

高
揚
を
は
か
る
主
旨
で
あ
り
ま
す
。

　
日
時
　
十
一
月
十
一
日
（
日
）
午
前

　
　
　
十
時
か
ら
　
午
後
三
時
三
十
分
ま
で

　
場
所
（
広
聴
会
）
午
前
　
熊
谷
市
役
所

　
　
　
（
つ
ど
い
）
午
後
　
富
士
見
中
学

　
　
　
校
庭
（
雨
天
の
際
同
体
育
館
）

　
当
日
は
、
県
警
の
音
楽
隊
ド
リ
ル
・

白
バ
イ
の
パ
レ
ー
ド
・
警
察
犬
の
訓
練

機
動
隊
に
よ
る
実
戦
逮
捕
術
・
レ
イ
ン

ジ
ャ
ー
の
市
役
所
屋
上
降
下
な
ど
や
、

地
元
熊
谷
市
の
祭
り
の
団
体
等
が
多
彩

な
催
し
を
披
露
す
る
こ
と
に
な
っ
て
お

り
ま
す
。

　
い
よ
い
よ

火
事
の
シ
ー

　
じ
ゅ
う
ぶ

　
　
火
事
を

）

）ノ

）
）




